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団地エリア北西端に設けた試験井での揚水試験の結果、適正揚水量は団地全体で約70t/日とされ
ました。このため地下水はほとんど利用できず、用水は上水道にて確保していただくことになります。

揚水試験井

東京ガスネットワーク(株) 中圧管

栃木県壬生町は東京都心から 90km 圏内。みぶ中泉産業
団地は、町内を東西方向に通過する北関東自動車道壬生 IC
の北西約 3.6km、車で約５分の位置に造成されます。
壬生 IC と産業団地を結ぶ主要地方道羽生田上蒲生線の
バイパスは、上下各２車線の４車線道路として整備されて
おり、産業団地の物流需要を十分に賄える容量を備えてい
ます。
さらに東北自動車道鹿沼 ICからは約 7.2km、車で約 12
分の位置であり、東北方面からのアクセスも良好です。
栃木県を南北に通過する東北新幹線を利用すれば、都内
はもちろん、東北方面からも短時間でアクセスが可能。
また、都内東部からであれば、壬生町内に複数の駅を持
つ東武鉄道を利用したアクセスが便利です。

み　ぶ

みぶ中泉産業団地は、エネルギーインフラも充実。
特別高圧電力として、団地エリアから最短500mの
位置に東京電力パワーグリッド(株)の66kV線が整備
されているほか、団地エリアに接する県道沿いには、
阪神・淡路大震災、東日本大震災でも高い耐震性が確
認できている東京ガスネットワーク(株)の中圧管が埋
設されており、安定した都市ガスの供給が可能です。
（※団地内への引込みは各企業の御負担となります）
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みぶ中泉産業団地では、造成工事の進捗に合わせ、第1期、第2
期の2回に分けて土地をお引渡しの予定。

第1期分は約1.5haの街区を３個とするパターン１、約3haの街区と約
1.5haの街区を１個ずつとするパターン２を用意。

第2期分は、約３haの街区2個と約4.6haの街区1個とするパターン１、約
7.7haの街区と約３haの街区を各1個とするパターン２、全体を約11haの街区１

つに統合したパターン３を用意します。
このようにして、第1期分2パターン＋第2期分3パターンの計5パターンに対応します。
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中泉地区周辺の起伏陰影図
（地理院地図Vectorより）
中泉地区周辺の起伏陰影図
（地理院地図Vectorより）

標準貫入試験（SPT）模式図
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凡　　　例

＊１　ボーリング最終掘削深度までの確認層厚
＊2　上限を300とした換算N値
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（1） この図は利根川水系黒川・姿川・思川につ
いて、水防法の規定によリ指定された浸水
想定区域と、当該区域が浸水した場合に想
定される水深その他を示したものです。

（2） この浸水想定区域等は、指定時点の黒川・
姿川・思川の河道の整備状況を勘案して、
洪水防御に関する計画の基本となる降雨波
形を用い概ね 1000 年に 1 回程度起こる
大雨が降ったことにより、黒川・姿川・思
川が氾濫した場合に想定される浸水の状況
を、シミュレーションにより求めたもので
す。

（3） なおこのシミュレーションの実施にあたっ
ては、支派川の氾濫、想定を超える降雨、
内水による氾濫等を考慮していませんの
で、この浸水想定区域に指定されていない
区域においても浸水が発生する場合や、想
定される水深が実際の浸水深と異なる場合
があります。
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黒川

姿川

思川

６回の打撃で30cm貫入

50回の打撃で28cm貫入

１回の打撃で40cm貫入
２回以下の打撃で30cmを超え
る貫入となった場合は、その
回数と貫入値を記載

打撃回数が50回に達した場
合は、その時点の貫入値を
記載

浸水災害に強い地形 安定した地盤
黒川・姿川・思川 浸水想定区域図
｢壬生町防災住民マニュアルハザードマップ｣より

全域図

＊ N値とは、土の硬軟あるいは締まり具合の相対値を示す指標で、標準貫入
試験（SPT。JISA-1219）によって求められます。
　　標準貫入試験では、重量 63.5±0.5kg のハンマーを760±10mmの高
さから自由落下させてアンビルを打撃し、SPTサンプラーを300mm打込
むのに要する打撃数を計測します。この際の打撃数 Number の N をとっ
てN値といいます。

産業団地を造成するみぶ中泉地区の地盤は、
黒ボク層、ローム層、軽石層、ローム層、粘土
混じり砂礫層の互層を形成しています。
このうち地表下 12m 程度から見られる粘土
混じり砂礫層は N 値 *50 に達し、一般に支持
層とされるN値の30を十分に上回っています。
さらに、地表下 22ｍ程度からは凝灰岩の岩
盤が形成されており、みぶ中泉産業団地はこう
した安定した地盤の上に造成されます。

栃木県壬生町は全体として高低差の少な
い地形であり、町内に山地・崖地はなく、
土砂災害警戒区域も設定されていません。
また壬生町内には、主要な河川として黒
川、姿川、思川があり、いずれも町の北西
から南東南北方向に流れていますが、産業
団地を造成する中泉地区は、これらの河川
による浸水想定区域から十分に離れた、台
地上の平坦な土地であり、洪水浸水の危険
性は極めて低く、事業のリスク分散先とし
ても好適です。


